
編集後記
　福栄地域で受け継がれてきた

伝統芸能「かしらうち」に家族全

員で参加する後藤さん。妻の華

子さんは衣装の着付け等でサ

ポート。2人の息子さんたちは、お

父さんと同じ青い法被を着て小

太鼓を叩きます。

　この日は福栄神社の秋祭りで

した。この地域で暮らし、地域に

入り込んで明るく過ごしてくれる

後藤さん一家は、地域の灯りの

ひとつとなっています。

（令和７年10月1１日～令和７年11月1０日受付分）

令和７年10月末日現在

お悔やみ申し上げます
　氏　　名       　　       年　齢　　　　   住　所

　　森　壽　明　　 97歳　　　 　霞
﨏　田　時　子　　 89歳　　　 生　山
石　﨏　世美子　　 92歳　　　 豊　栄
暦　利　一二美　　 87歳　　　 矢　戸
松　浦　　　尊　　 95歳　　　 下石見
光　安　忠　實　　 87歳　　　 生　山
松　本　八重子　　 93歳　　　 新　屋
新　田　正　夫　　 91歳　　　 花　口
福　岡　誠　一　　 92歳　　　 生　山

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,801（ −   5）  ■人 口  3,766（− 14）
■    男 1,796（ −   5）  ■　  女  1,970（−   9）

出生　　0（ー 1）
死亡　　7（ー 2）

転入等　    3（± 0）
転出等　10（ー 1）

■自然動態 ■社会動態
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「
過
疎
地
域
対
策
法
」
は
１
９
７
０
年
に
制
定
さ
れ
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
財
政
力
の
弱
さ
を
補
う
た
め
に

交
付
税
等
で
地
域
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近

年
は
人
口
流
出
の
加
速
や
地
域
経
済
の
縮
小
な
ど
、
従

来
の
手
法
で
は
対
応
が
難
し
く
な
り
、
地
域
が
自
立
し

持
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、
２
０
２
１
年

に
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
へ
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
全
国
の

市
町
村
の
51
・
５
％
、
人
口
の
9.3
％
が
過
疎
地
域
に
暮

ら
し
て
お
り
、
過
疎
地
域
は
現
在
も
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
60
年
以
上
に
わ
た
り
人
口
減

少
・
過
疎
化
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
去
る
10
月
30
日
に
は
「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
２
５ 

in 

と
っ
と
り
」
が
開
催
さ
れ
、
私
は
県
の

過
疎
地
域
振
興
部
会
長
と
し
て
開
会
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
「
過
疎
」
と
い
う
言
葉
は
〝
消
え
て

い
く
地
域
〞
の
象
徴
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

豊
か
な
自
然
や
人
の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
た
暮
ら
し

を
守
り
・
育
て
・
受
け
継
ぐ
努
力
を
重
ね
る
こ
と
で
、

過
疎
地
域
だ
か
ら
こ
そ
描
け
る
未
来
が
あ
る
と
お
話
し

し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
過
疎
の

課
題
解
決
に
挑
む
事
例
も
紹
介
さ
れ
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
通
じ
て
未
来
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
私
自
身
も
大
き
な
元
気
と
励
ま
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
過
疎
問
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
南
町
長
　
中
村
英
明

～今月の漢字～
町長日誌

まち未来創造課　広報担当者

まち未来創造課長　島山　圭介

広報にちなん11月号10ページ「まちの話題」で掲載しました「高校生英語スピーチコンテストで優勝」の記事におきまし
て、誤って「全国商業高等学校英語スピーチコンテストに鳥取県代表として出場し、優勝しました」と記載しておりました。正しくは
「全国商業高等学校英語スピーチコンテストに鳥取県代表として出場しました」でありました。ご本人様に直接取材しないまま掲載し
たことで、ご本人様はじめご家族の皆様に大変ご迷惑をおかけいたしましたこと心よりお詫び申し上げます。今後このようなことがな
いよう、細心の注意を払い記事の作成、確認作業をしてまいります。誠に申し訳ございませんでした。

お詫び

「広報にちなん」に広告を掲載しませんか？広 告 募 集
広告枠　1枠：縦65mm×横90mm
　　　　2枠：縦65mm×横185mm
掲載料　各号1枠あたり
　　　　町内事業者：3,000円
　　　　町外事業者：5,000円

【問合せ・申込み】 役場まち未来創造課　TEL：82-1110

　日南町では、町民のみなさんの暮らしに役立つ
情報の提供や町内事業者等の振興を図るため、
「広報にちなん」に掲載する有料広告を募集します。
　「広報にちなん」は、日南町内の約1,800世帯
に配布しており、町内の多くの方が目にする媒体
です。この「広報にちなん」を活用して、企業や
商品のPRをしてみませんか？


